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業績予想の修正及び営業外収益（為替差益）の計上に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成 26 年 5 月 13 日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたの

でお知らせいたします。また、下記のとおり営業外収益を計上する必要が生じましたので、お知らせし

ます。 

 

記 

●業績予想の修正について 

平成 27 年 3 月期通期個別業績予想数値の修正（平成 26 年 4 月 1日～平成 27 年 3 月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり当期
純利益 

 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 330 △1,955 △1,929 △1,970 △48.92

今回修正予想(B) 560 △1,428 △1,029 △1,070 △26.57

増減額(B-A) 230 527 900 900 
 

増減率(%) 69.7 ― ― ― 
 

（ご参考）前期実績
（平成 26 年 3 月期） 

472 △1,123 △1,094 △1,113 △30.44

（注）当社は、平成 26 年 2 月 12 日に公表いたしました「株式分割、単元株制度の採用及び定款の一部

変更に関するお知らせ」のとおり、平成 26 年 4 月 1日を効力発生日として普通株式 1株につき 100 株

の割合をもって分割を行っております。そのため、平成 27 年 3 月期の業績予想値及び前期実績におけ

る 1株当たり当期純利益につきましては、前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して算定

しております。 

 

修正の理由 

売上高につきましては、興和株式会社とのライセンス及び共同開発契約に基づく治験薬供給収入、株

式会社アルビオンとの共同開発契約に基づく化粧品材料供給及び契約収入等を見込んでおりますが、

Orient Europharma Co., Ltd.とアジアにおいて膵臓がんを対象に共同開発を進めている NC-6004（ナノ

プラチン®）での治験の進捗及び適用症の拡大（頭頸部癌）に対応した新たな治験薬の供給が見込まれる

こと、また株式会社アルビオン社の化粧品（エクラフチュール）の販売が堅調に推移し、当初の想定よ

りも化粧品材料の供給の増加が見込まれること等の要因により、前回発表の業績予想を上回る見込みで

す。 

 また、最重要パイプラインの NC-6004 及び NC-4016 の米国及び日本国内における臨床試験並びに次世



代医薬品候補パイプラインの拡充に向け、薬剤ターゲテイングの選択性を高める ADCM

（Antibody/Drug-Conjugated Micelle）や siRNA などの核酸医薬品のデリバリー技術である NanoFect™

と ADCM を組み合わせた Active 型 NanoFectTMの研究開発は予定通り進捗しておりますが、研究開発費用

並びに販売費及び一般管理費につきましては、臨床開発費用や移転関連費用などを保守的に見積もって

おりましたが、実際の支出額は当初想定額を下回る見込みとなり、また売上高の増加等による売上総利

益の増加と相まって、営業損失は前回発表の業績予想より改善する見込みです。 

 また、期初以降の外国為替相場（米ドル）の変動による主に外貨建て預金の評価替えにより、為替差

益を営業外収益として計上することを見込んでおり、その結果、経常損失及び当期純損失も前回発表の

業績予想より改善する見込みです（米ドルの為替レートは 110 円を想定）。 

 

●営業外収益（為替差益）の計上 

当社は、平成 27 年 3 月期第 1四半期累計期間（平成 26 年 4 月 1日～平成 26 年 6 月 30 日）において、

為替差損 84,404 千円を営業外費用に計上しておりましたが、平成 27 年 3 月期第 2四半期会計期間（平

成 26 年 7 月 1日～平成 26 年 9 月 30 日）では、外国為替相場の変動による為替差益 430,594 千円が発

生したため、平成 27 年 3 月期第 2四半期累計期間（平成 26 年 4 月 1日～平成 26 年 9 月 30 日）におい

ては、346,190 千円の為替差益を営業外収益に計上しております。 

これは、当社の保有する主に外貨建て預金の評価替えにより発生したものであります。 

 

（注）業績予想については、現時点での入手可能な情報に基づき当社で判断したものであり、予想には

不確定要素が内在しているため、今後の様々な要因により、上記業績予想数値が変更される場合

があります。 

 

以 上 


